
Ⅰ　基本情報

複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲

３　評価単位

公園維持管理業務、有料公園施設（講義室、庭球場）運営（利用料金制度）

施設数：1

複数施設を一括評価の場合、その理由：

建設局みどりの推進部みどりの管理課
（2536）

募集方法

指定単位

主要施設

名称

指定期間 平成30年4月1日～令和5年3月31日

公募

施設数：1

１　施設の概要

豊平区豊平5条13丁目

73,667㎡

地区公園

都市公園の健全な発達を図り、もつて公共の福祉の増進に資すること。

豊平公園の維持管理及び運営（園内の維持管理、管理事務、園内の安全確保に関する業務）

緑のセンター、散策園路、池、鉄製遊具、庭球場

２　指定管理者

公益財団法人札幌市公園緑化協会

事業名 札幌市都市公園維持管理業務 所管課（電話番号）

公園種別

目的

事業概要

名称 豊平公園 所在地

告示年月日 昭和52年3月22日 面積

指定管理者評価シート
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Ⅱ　令和４年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

所管局の評価

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

1　業務の要求水準達成度

豊平公園指定管理
者としてコンプライ
アンスを遵守した管
理運営を遂行した。
利用者が快適に利
用できるよう、不法
行為、迷惑行為な
どに対しての利用
指導や簡易な注意
看板を設置した。緑
のセンターの管理
運営においても効
率的、長寿命化を
図れるよう管理方
法を随時改善し、管
理に伴うエネルギー
（電気、ガス、灯油）
の消費削減に取り
組むことで環境負
荷の軽減に努め
た。緑のセンターで
活動している植物
同好会等の団体と
連携して展示会や
講習会を開催し、公
園の魅力向上と市
民緑化の普及に貢
献したことを評価す
る。

コンプライアンス
順守の管理運営
と、環境負荷への
取り組みができて
いたと評価しま
す。また、植物同
好会等との連携を
通し、公園の魅力
向上及び、市民緑
化の普及を推進さ
せていることも評
価します。

当公園の効果的な管理運営を目指して、緑化協会の
≪理念≫と運営方針に掲げる≪公益性「５つのK」≫を
基とした、以下の『基本方針』を策定した。

▼平等・公平な利用の機会を確保し、公共の福祉増進
の場としての利用効果を高める。

▼関係法令・条例等を遵守し、利用者や市民の声の反
映とその発信に努め、開かれた管理運営による、安全
で安心、快適な利用環境を提供する。

▼資源・施設の長寿命化を念頭に置き、効率的な管理
運営による経費削減を図り、安定した質の高いサービ
スを提供する。

▼コミュニティ活動の拠点の一つと位置付け、市民や
関係諸機関との連携を強化し、緑資源の積極的な活
用を図り、集いの場としての魅力を高める。

▼都市における多様な環境圧の下、みどりのオープン
スペースとしての存在効果を高める。

▼緑化植物園への多様なニーズに応え適切なサービ
スを提供する。
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利用者に対し快適
な環境を提供する
ため、職員研修や
情報発信を積極
的に行っていると
評価します。
また、新型コロナ
ウイルス対策につ
いても評価しま
す。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

平等利用確保基本方針
年齢や障がいの程度、性別、主義・主張、思想・信条、
民族や言語、社会的地位や身分の違い等によって、公
園の平等利用が妨げられないよう、また、利用者に不
公平感を抱かせることのないよう、スタッフ教育を徹底
し、施設の管理運営を行う。

▼平等利用のための各種取組み
車いす2台の配置、ホームページは、日本語、英語
ページ対応、日本語、英語のパンフレット配置、授乳室
の設置、ベビーカーの貸し出しについて、計画通りに実
施した。

▼年齢や障がいの程度、社会的地位や身分の違い等
によって平等利用が妨げられないようスタッフの接遇
研修を行い、利用者に対する意識向上を図った。

▼平等利用を阻害する違法・不正行為
ペットの放し飼い、テントによる野宿、火気の使用など
の行為に対して、注意看板の設置・巡回・指導を計画
通り実施した。

▼札幌市と連携し、6月19日に札幌市動物管理セン
ターとの共催、愛玩動物飼養管理士の協力を得て、
「愛犬といっしょの公園散歩講座in豊平公園」を1回開
催。また、リードをつないで楽しくお散歩キャンペーンを
2回実施し、マナー講習会、飼養相談、チラシ入りポ
ケットティッシュの配布を行うなど、愛犬家のマナー向
上を図った。

▼新型コロナウイルス感染防止対策を継続するととも
に、厚生労働省や北海道からの情報を的確に発信し
利用者や従業員への迅速な情報共有に努めた。

公園利用者に不公
平感や不快感を感
じさせないために、
年度当初にスタッフ
全員への接遇研修
を実施するととも
に、マナー啓発活動
に取組み、利用者
サービスや維持管
理の向上、安心・安
全な管理運営に努
めた。管理運営に
おいては、みどりの
発信基地としての
取組みを継続し、定
期的に花やイベント
の情報をホーム
ページ等で発信し
た。苦情や要望を
受けた際には情報
を共有し、再発防止
及び改善に努め
た。
また、新型コロナウ
イルス感染防止対
策を継続し、年度末
の規制緩和情報を
迅速に発信を行っ
たことで、利用者が
混乱なく、安全に施
設を利用されたこと
を評価する。
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植物管理を行いな
がら、こまめな温
度調節を行い節
電に努めたこと、
園路灯の設定変
更で節約されたこ
とを評価します。
引き続きご尽力く
ださいますようお
願いします。

適切に人員を配
置し、安全教育や
研修を実施するこ
とで効果的なスキ
ルアップを行えて
いると評価しま
す。

▽　地球温暖化防止対策及び環境配慮の推進

▼北海道環境マネジメントシステムステップ1の認証
を受けて運用するＥＭＳの目的・目標の達成に向け
て取り組んだ。ＥＭＳ研修を年１回実施するとともに、
環境目標について、毎月の測定結果の貼り出しと、
ミーティング時に進捗状況の情報共有を図った。
▼電気使用量について、令和3年度実績を上回らな
い。
（結果:R4年度比102％となり微増し目標未達成）
▼ノー残業デーの超過勤務時間の合計が、令和3年
度実績を上回らない。
（結果:令和4年度比57.5％と減少し目標達成）
▼ノー残業デーにおいて、超過勤務時間の合計が0
の日数について、令和3年度実績を下回らない。
（結果：令和4年度比175％と増加し目標達成）
▼特定外来生物の侵入軽減（オオハンゴンソウを対
象として維持管理業務において駆除を行う）。当公園
では侵入状況と駆除後の状況について確認（被度の
記録）を行う。
（結果:侵入率0～25％を確認後、全数を駆除した）
▼生物多様性さっぽろ活動拠点ネットワークに加盟
しポスター掲示、オンライン生き物クイズラリー等で
取り組みのＰＲをした。なお、中高生の職業体験やイ
ンターンシップは、コロナ禍の影響により申し込みが
なかった。
▼事務用品等は、グリーン用品を購入するよう努め
た。
▼公園管理スタッフに対し、環境マネジメント研修を
年1回（4月）実施し、環境目的、目標について周知し
た。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成、労働関係法令遵守、雇用
環境維持向上）

▼業務分担、指揮命令系統、連絡系統等を定めた。
▼当初の研修計画に基づき接遇研修を実施した。
▼4月に正規職員の1名の人事異動があった。

環境マネジメント研
修による環境負荷
軽減についてスタッ
フ教育を実施し、情
報共有と環境意識
の啓発を図った。電
気使用量について
は全体的な節電の
他、前年度LED化と
なった園路灯の細
やかな設定変更を
行い省エネに取り
組んだ。また、冬期
間のボイラー稼働
設定やこまめな温
度調整を心がけた
が、園路灯数の増
加や不点灯箇所の
改修が終わり結果
的に目標を達成で
きなかった。方向性
は間違っていない
ため、取り組みを継
続したい。
また、電気使用量
以外は取り組みの
成果により目標を達
成することができ
た。今後も業務の効
率化を目指し目標
達成に向けて努力
し、省資源化に尽力
する。

適正に人員を配置
し、研修や取り組み
を行うことで安全面
の向上やコンプライ
アンスの徹底を図っ
た。職員の異動が
あったが、経験のあ
る職員を配置して問
題なく対応すること
ができた。
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▽　管理水準の維持向上に向けた取組

適正に委託業務
の管理が実施さ
れていると評価し
ます。また様々な
状況の変化に応じ
た、柔軟な対応も
評価します。

運営協議会が開
催され、管理運営
上の問題点、施設
管理上の課題等
が指定管理者と
札幌市で共有さ
れ、管理運営水準
の向上に資する
協議が行われて
います。

運営協議会
第１回

利用者へのサービスや維持管理の向上、安全性を
確保するうえにおいて、接遇研修等の教育訓練、作
業における安全教育の実施、未受講者の外部サー
ビス接遇研修・バリアフリー講習・普通救命講習（更
新講習含む）・チェーンソー作業などの各種作業機
械安全講習を受講した。また、作業前のミーティング
等で安全や苦情・要望に係わる情報の共有を図るた
め、口頭、文書により周知した。

第三者に対する委
託については札幌
市に承認を申請し、
実施計画に沿って
適切に履行して滞り
なく業務を完了する
ことができ、併せて
施設の長寿命化を
図ることができた。

年度初めに安全教
育を実施し、事故防
止に努めた。また、
労災事故が発生時
には事故検証と再
発防止教育を実施
して改善を図ること
ができた。また、接
遇研修や救急救命
研修等を計画通り
実施することでス
タッフのスキルアッ
プを図ることができ
た。

運営協議会を開催
し、緑のセンターの
運営に関わる問題
点、園内維持管理
や施設、設備の課
題、次年度に向け
た方針等について
協議できたと捉え
る。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

以下の業務については第三者に委託し、管理・監督を
適正に行い業務を遂行した。
・緑のセンター機械警備業務
・駐車場開場業務
・駐車場夜間閉場業務（施設閉館中）
・緑のセンター自動ドア保守点検業務
・緑のセンターエレベーター点検業務
・緑のセンター加湿器点検業務
・電気工作物保守点検業務
・緑のセンター空調設備点検業務
・バックヤードハウスボイラー設備点検業務
・遊具等保守点検業務
・消防設備点検業務
・防火対象物点検業務
・緑のセンター館内清掃（床3回/年、ガラス1回/年）
・倒木処理業務
・カン・ビン等処理業務
・産業廃棄物処理
・カラスの巣撤去・子ガラス保護業務、ハチの巣駆除
・除雪業務

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

開催回 協議・報告内容

管理業務の実施状況・管理運営上の
問題点・改善提案・利用者の声及び
対応状況・自主事業の対応状況・その
他R5.3.15

＜協議会メンバー＞

公園維持係長、公園管理係長、担当者
（公財）札幌市公園緑化協会事業4課長、豊平公園
所長、豊平公園職員
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資金管理、現金管
理共に適正に管
理されています。

寄せられた苦情
要望に対して、適
切な対応を行って
いると評価しま
す。

記録・モニタリン
グ・報告・評価が
適切に実施されて
おり、利用者の満
足度向上に寄与し
ていると評価しま
す。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▽　要望・苦情対応

▼要望・苦情等については、内容を正確に把握し、
迅速且つ的確に対応した。また、報告票を作成し、ス
タッフに周知するとともに協会本部と情報を共有し、
札幌市への報告を行った。本年度も自転車と犬のト
ラブル、犬の糞尿、テニスコート利用、貸室利用、緑
の相談コーナーレイアウト、落ち葉、カラス、コロナ関
係、駐車場利用等に関する多様な苦情・要望があっ
たが、可能なものについては極力対応した。また、自
主事業や園内景観に関する称賛もあった。
令和４年度の要望・苦情件数
　屋外：　要望7件、苦情9件、称賛1件
　施設内：　要望1件、苦情：7件、称賛3件

▼資金管理については、指定管理業務や自主事業
等、公園ごとに区分している。
▼当協会の規定に基づき、現金や金券類、預金通
帳等の施錠管理や帳簿類の内部監査を年2回実施
しているほか、公認会計士2名による外部監査を導
入している。
▼現金等の取扱いに関しては、現金取扱規定を整
備しており、管理体制の強化及び不祥事防止の取組
みを行っている。

スタッフ間の情報共
有を進め、要望・苦
情については対応
可能なものから改
善に努めている。多
様な苦情・要望が寄
せられているが、都
度、適切に対応して
いると判断する。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▼記録・報告等を計画通りに適切に実施した。
▼自己評価を月単位で行い、業務の改善、利用者
の増加に努めた。
▼アンケート調査を実施し、管理運営の参考としてい
る。集計結果については、図書コーナーで閲覧可能
としている。
▼要望、意見については、公園管理運営等に役立て
るため、情報の共有を行っている。
▼札幌市の業務等検査にも適切に対応した。

不正行為や事故発
生の未然防止のた
め、複数名による現
金等の確認を徹底
した。

不正経理等はなく
問題はない。

記録・モニタリング・
報告・評価を適切に
実施するとともに、
利用者から得た情
報を収集し、項目の
改善や反映を図る
ことで管理の向上を
目指した。接遇満足
度は札幌市の要求
水準を達成し、総合
満足度は要求水準
及び指定管理者目
標値を達成したこと
を評価する。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

労働に関する関
係法令を順守して
おり、各種研修会
や安全大会等を
積極的に開催し、
雇用環境維持向
上に向けた取り組
みについて評価し
ます。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無
などの安全衛生面を含む)

▼　スタッフの雇用に関して、労働基準法、最低賃金
法、労働安全衛生法、労働者災害補償保険法、健康
保険法・厚生年金保険法、雇用保険法、労働契約
法、男女雇用機会均等法、次世代育成支援対策推
進法、女性活躍推進法、育児休業・介護休業等に関
する法律、労働保険の保険料の徴収等に関する法
律、その他関連する法令等に基づき、主として以下
のような届出・対応等を行った。
　・全てのスタッフに対し、北海道最低賃金920円（令
和4年10月2日発効）以上の時給を支給した。
　・施設で働く職員に対し、時間外労働・休日労働及
び深夜残業をさせた場合、それぞれ法定割合以上
の割増賃金を支払った。
　・就業規則・要綱の改正を行い、札幌中央労働基
準監督署に適切に届け出た。
　・全スタッフの就業時間や休日等について、労働基
準法を遵守した。
　・スタッフに時間外労働又は休日労働をさせるにあ
たり、書面による労使協定（36協定）により必要な定
めをし、札幌中央労働基準監督署に届け出た。
　・全てのスタッフを労災保険適用とし、条件を満た
すスタッフを雇用保険に加入させた。
　・労働保険料等算定基礎賃金等の報告を北海道
労働局へ提出し、労働保険料を納付した。
　・スタッフの勤務形態、家族状況等に応じて健康保
険・年金保険資格を取得するよう、適切に届け出を
行った。
　・年1回の定期健康診断及びストレスチェックを実
施した。
　・短時間雇用管理者を選任し、北海道労働局へ届
け出た。
　・有期雇用契約者のうち、無期転換申込権が発生
した者に対して周知し、希望の申し込みを随時受け
付けた。
　・次世代法及び女性活躍推進法に基づく一般事業
主行動計画を公開・周知した。
　・女性活躍推進法に基づく認定制度「えるぼし」に
おいて、女性の活躍推進に関する状況等が優良な
団体として「認定段階3」を受けたことを周知した。
　・安全衛生委員会を設置し、毎月1回、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止の為、各公園の担当課長が
リモートワーク等により出席して委員会を開催し、職
場の安全確保及び健康障害の防止に係る議題につ
いて検討し、その結果を各公園・施設のマネー
ジャーを通してスタッフに周知して、健全な職場環境
の実現に努めた。
　・維持管理作業従事者を対象に、作業における安
全確保や機械の取扱いに関する講習を実施した。
　・ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、育児休
業等の取得奨励、職場内コミュニケーションの活性
化、有給休暇取得の奨励、ノー残業デーの設定など
の取組みを行った。
　・公的資格の取得支援、接遇や安全・技術等に関
する内部研修の実施、優秀なスタッフや高年齢者の
継続雇用など、雇用環境の整備により、市民サービ
スの向上等に結びつく取組みを行った。
　・第三者への委託業務について、受託者に当該業
務従事者の労働環境に関わる情報提供を求めた。

　指定管理施設の
現場と本部事務局
との連絡調整を密
にするとともに、関
係機関への必要な
届出を迅速かつ確
実に行うなど、労働
関係法令を遵守し、
すべての関係手続
きについて適切に
対応できた。
　当団体での労働
災害発生ゼロを目
指して、毎朝のKY
活動、ヒヤリハット
事例の共有、安全
大会の開催（新型コ
ロナウイルス感染
拡大防止の為、各
公園単位で開催）、
安全講習の実施等
に取り組んだ。事故
が発生した際には、
安全衛生委員会に
おいて、原因検証と
再発防止の検討を
実施した。
　安全な職場環境
の実現と、スタッフ
の雇用環境の向上
を進めるなかで、市
民サービスの向上
につなげることがで
きた。

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上
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 ▼労災事故　　3件（裂傷1件、擦過、1件、棘刺さり1件）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

労災事故0を目指
し、より綿密な安
全教育の実施を
お願いします。

公園利用者の安
全確保に向け、必
要な施設管理や
保険加入、消防訓
練等が適切に実
施されています。

各施設の状況に
応じて、適切な維
持修繕作業が実
施されています。

3件の労災事故の
発生を反省し、事故
の検証、再発防止
策について、スタッ
フ全員参加による
安全再教育の実
施、意見交換を行
い意識啓発に取り
組むことができた。

▼正規職員を新たに雇用する際、現在の非正規職員
から希望者を募り、内部登用試験を実施した結果、非
正規職員2名を正規職員に内定した。

緑のセンターの運
営に関しては施設
や設備の点検、清
掃を適宜行い、安
全かつ正常に運用
できるよう維持に努
めた。施設保全に
関する業務委託は
札幌市に承認をい
ただき、適正に実施
した。
利用者対応として、
スタッフ全員が消防
訓練の実施と普通
救命講習を受講し
ており、緊急時に備
えている。

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

公園施設・設備の
維持については適
切に管理し、メンテ
ナンスを心がけてい
るため、トラブルに
関しても支障をきた
すことなく対処でき
た。樹木の剪定に
ついては数年計画
で取り組み景観の
向上を目指したい。
今後も施設・設備の
安全管理には細心
の注意を払い、施
設の長寿命化と利
用者の安全確保に
努めたい。

▼公園内の施設、設備については利用者が安心・快
適に利用できるよう、施設・設備の点検を適切に実
施した。なお、空調機械設備等の機器類、機械警
備、消防設備点検、遊具保守点検、駐車場門扉開閉
等を第三者委託により実施した。緑地管理は、計画
通りに作業を実施し、特に園内樹木の剪定作業に力
を入れた。また、昨年度の大雪により札幌市貸与備
品の除雪機が激しく消耗したため、夏場にオーバー
ホールを行い、万全な体制で冬を迎え、トラブルなく
除雪作業を行った。１月から2月にかけて低温が続
き、屋外男子トイレの凍結が多々発生したため、迅
速な解凍作業を行い対応している。なお、札幌市発
注の藤棚改修、危険木処理、剪定等については札
幌市や施工業者と連携して対応した。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▼業務の実施にあたっては公園利用者の安全を第一
に考え、巡回・点検などを行い、情報提供の看板設
置、不良個所の改修、適宜清掃を行うなど事故防止対
策に努めた。緑のセンターは専門業者による施設点検
を行い、適正に管理した。

▼管理業務実施にあたり、損害賠償保険は要求水準
に適合したものに加入した。

▼スタッフ全員が、普通救命講習（ＡＥＤ操作含む）の
取得を目指しており、今年度は再講習者1名が受講し、
傷病者対応能力の向上を図るとともに、救急救命につ
いての再認識を行っている。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

引き続き適正で柔
軟な対応を行って
いただきたい。

新型コロナウイル
スの感染拡大防
止策に取り組みな
がら講習会・展示
会の実施、体験に
お疲れ様でした。
みどりの相談業務
も含め、豊平公園
の役目を十分果
たせていると評価
します。

▽　防災

今年度は計画通り、
講習会・展示会を全
て実施することがで
きた。植物愛好団
体の協力で開催し
ている展示会につ
いても、新型コロナ
ウイルス感染防止
対策に取り組み、会
場の一方通行を行
うなどの工夫を図っ
た結果、多くの来館
者を確保することが
できた。また、緑の
相談コーナーも、市
民の日常生活も
徐々に元に戻りつ
つ傾向のため、相
談件数も増加傾向
となった。なお、グ
リーンデータバンク
については、ここ数
年提供、受取がほ
とんど無く、役目を
終えたと捉えてい
る。

▽　緑化普及啓発事業等

▼園芸講習会等　49回開催（参加者無で中止1回）　参
加者410人（R3年度比107人増）

▼展示会等　24回開催　来館者33,896人（R3年度比
8,162人増）

▽　みどりの相談業務

▼花と緑に関する相談対応（面談と電話）を毎週6回
（10～12時・13～16時）実施した。
相談件数14,749件　（R3年度比951件増）

▽　グリーンデータバンク業務

▼グリーンデータバンク（提供0件、受取0件）の対応
　今年度で終了とする。

（4）事業の計
画・実施業務

▼５月、１１月に消防訓練を実施し、緑のセンターに
設置している防災設備の種類や使用法の確認、消
火器等の取扱いについて訓練し、緊急時の対応を改
めて確認したほか、ＥＭＳ研修での緊急事態対応研
修を実施するとともに、当協会での2022年度安全標
語を掲示し、スタッフの安全意識を高めた。

▼新型コロナウイルス感染防止対策を継続したが、3
月8日よりマスク着用は個人の判断となったが、ス
タッフは着用を継続した。万全な感染対策に取り組
んだが、スタッフの感染が発生して人員配置に苦労
したが、シフトローテ－ションの変更により乗り切っ
た。具体的な感染防止対応としては意識啓発、毎日
の検温、室内定期換気、マスク・消毒用アルコール・
除菌シート等の資材確保と適切な使用を行い、ス
タッフ及び来園者の安全確保に取り組んだ。

防災に関しては消
防訓練やスタッフへ
のスキルアップ研修
を行い、災害時には
適切に対処できる
よう訓練をしてい
る。また、新型コロ
ナウイルス感染防
止については北海
道や札幌市からの
指示に従って取り組
み、利用者への対
応や情報発信につ
いて混乱なく行え
た。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　不承認0件、　取消し0件、　減免40件、　還付31件

各団との強固な連
携を保ち、引き続
き各活動にご尽力
いただきたい。

その時の状況に
応じた対応をし、
施設の稼働率を
上げられたことを
評価します。
引き続き様々な手
段を講じ利用促進
に務めていただき
たい。

R3実績 コロナ対策が徐々
に緩和されたため、
有料施設の利用件
数・利用人数・稼働
率が前年度より大
幅に増加した。テニ
スコートにおいて
は、引き続き良好な
コートコンディション
を維持できた。催事
等に関するマスメ
ディアへの広報活
動も積極的に継続
した結果、多くの取
材を受け来園者増
に繋げた。今後も感
染防止対策を継続
しながら、広報活動
による公園の利用
促進を継続し、集客
を目指したい。

庭球場

件数(件)

－ 254

人数(人） 2,309 8,433

R4計画

▽協働・協力団体との連携

公園ボランティアと
共に植物管理やイ
ベント準備活動を行
い、コロナ禍でもモ
チベーションの維持
と活性化につなげる
ことができた。緊急
事態宣言等の発動
も無くなったため、
活動者の意欲も向
上してきたと考え
る。同じく植物愛好
団体も暫く中止して
きた展示会が再開
され、展示の機会
の復活による意欲
の向上が見られた。
コミュニケーションを
図り、サポートに努
めたい。

－

811 －

▽　利用件数等

3,654 － 6,617

－

（5）施設利用
に関する業
務 R4実績

貸室

件数(件) 129

稼働率(％) 7 － 17

48

－ 138132その他

0 － 0イベント

R4計画 R4実績

稼働率(％) 32

60

▼登録ボランティア「豊平公園花とハーブの会」と連
携して22回の園内ボランティア活動を行い、延べ活
動人数は217名となった。また、植物愛好団体と協力
し17回の展示会を開催した。

学校行事

1,435

人数(人）

0

R3実績

▽　利用促進の取組

▼施設の催事等の案内は、開催前にマスメディアへの
広報、園内掲示やホームページ掲載、地下鉄駅掲示
板への掲示等を行い、集客に努めた。
▼開催した催事は新型コロナウイルス感染防止対策を
行い貸室の利用定員を半分とした。

－
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

様々手段を利用し
て来園者増に取り
組まれていること
を評価します。
一方で情報弱者
への対策も検討し
ていただきたい。

▽　広報業務（6）付随業務

▼新型コロナウイルス感染防止対策に関する公園
施設の対応を迅速かつ正確に利用者へ伝えることを
目的として広報を行い感染防止対策を発信した。

▼インターネットを効果的に活用し、リアルタイムな
情報発信に努めた。
・公式ホームページ
　アクセス数は125,084件となり、前年度比177％の
閲覧数となった。
・メールフォームの活用
　公式ホームページ内のメールフォームから来る
　問合せに迅速に対応した。
・札幌市イベントカレンダーへの掲載
　札幌市イベントカレンダー情報掲載に協力し、広報
活動の方法を増やした。

▼公園ホームページについてのウェブアクセシビリ
ティ研修を担当職員対象に実施した。また取組確
認・評価表を、令和5年3月29日に公開した。

▼プレスリリースの活用
展示会等の催事や開花情報について積極的にマス
メディアに発信したことで、媒体に取り上げていただく
機会を増やした。

プレスリリースによ
るマスメディア媒体
の活用や、ホーム
ページの的確な更
新によるアクセス数
の増加により、来園
者増につなげること
ができた。
また、ホームページ
メールフォームでの
問い合わせにも迅
速に対応し、公園利
用時の不安を取り
除くことで、利用者
が安心して来園で
きるように務めた。

 今年度も出演した
ＦＭラジオでは、公
園のタイムリーな情
報を発信するなど、
積極的に広報活動
を進めることができ
た。

 広報誌「緑のセン
ターだより」を毎月
発行するとともに、
ホームページから
はバックナンバーも
ダウンロードできる
ようにしたことで、利
用者から好評を得
ており、愛読者も増
加している。

▼広報誌「緑のセンターだより」を月1回発行し、各区
役所、各公園等にて4月～11月は各月1,200部、12月
～3月は各月900部を配布した。

▼㈱エフエムとよひら（FMアップル）の番組に年2回、
豊平公園職員が生出演し、豊平公園の広報を行っ
た。

▽　引継ぎ業務

前回から継続指定を受けており、引継ぎ業務はない。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

適切かつ公平な
取り組みを評価し
ます。

札幌市の要求水
準を上回る評価を
得ており、評価に
値すると考えま
す。寄せられる苦
情については、迅
速に対応されてい
ることを評価しま
す。今後も適切か
つ迅速な対応をお
願いします。

来園者増の流れ
に乗って更なる売
り上げ増につなが
る策を検討してい
ただきたい。

アンケートでの満足
度の結果は、公園
総合満足度が札幌
市の要求水準及び
指定管理者の目標
値を超えた。接遇満
足度は、札幌市の
要求水準を超えた。
指定管理者の目標
値には届かなかっ
たが、コロナ禍の
中、高く評価を得ら
れたと捉える。
また、施設、展示会
等、緑の相談の満
足度も高く、同様に
評価を得られたと捉
えている。

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

4月1日～3月31日

講習会などのイベント時にアンケートボックスを設置し
収集　回答者366人

満足度についての札幌市の要求水準（指定管理者目
標値）
・公園総合満足度の要求水準　　70％（75%）
・接遇満足度の要求水準　　　　　80％（85%）

２　自主事業その他

３　利用者の満足度

▼車いす2台の配置、授乳室に備え付けるベビーカーの無料貸し出し
を実施した。

委託先は市内の業
者を活用しており、
車椅子、ベビーカー
の無料貸し出しを行
うなどの取り組みを
行い、利用者への
利便確保に努める
ことができた。

▼施設消防点検、機械警備、駐車場ゲート開放、遊具定期点検、塵
芥処理、電気工作物保安管理、エレベーター点検、除雪、空調設備
点検等についての第三者委託は市内企業に発注した。

▽　自主事業

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

結果概
要

・公園総合満足度：　85％
・接遇満足度：　83％
その他の満足度（豊平公園調査）
・緑のセンターの施設満足度：　85％
・展示会・講習会の満足度：　88％
・緑の相談の利用満足度：　81％

▼売店業務収入　431千円（前年度比約12％増）
　前年度　385千円
　令和4年度計画 100千円

▼イベント事業収入　443千円（前年度比約87％増）
　前年度　237千円
　令和4年度計画　200千円

▼花売店・自動販売機手数料収入　686千円（前年度比約90％増）
　前年度　361千円
　令和4年度計画　400千円

▼受託事業収入　0千円
　前年度　0千円
　令和4年度計画　0千円

▼その他収入（振替収入［収益事業からの振替］）  　　　115千円

自主事業収入は広
報効果や来園者増
により、全体的に好
調となり前年度比、
目標値比ともに数
字を伸ばした。特に
売店業務収入はお
菓子類の新規販売
が好調で売り上げ
を伸ばすことができ
た。
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意見・要望について
は、今年度も多様な
意見・要望が寄せら
れたが、一つ一つ
丁寧に対応したこと
で、一定の理解が
得られたと捉えてい
る。
今後も公園を快適
に利用していただく
ため、利用者の声
を収集・分析し、管
理運営への反映に
繋げる。

【対応】

【対応】

【苦情】

【対応】

駆除は野鳥のため難しい。要望は札幌市へ報告する。
古いカラス除けテープは交換する。

犬関連：排尿が不衛生。リードを長くしているので自転
車通行に支障あり。全体的に飼い主のマナーが悪い。
5件

園内へ注意掲示、マナー講座の開催を行い対応と回
答。

4月の開催月で季節の変わり目であったため、今後室
温設定に気を配る。

テニスコート関連：利用後のマナーの悪さ。隣のコート
利用者がノーマスク及び多人数。未払者への督促状
郵送が気に食わない。休館日も受付対応、電子マネー
導入、テニスコート周辺の駐車場での喫煙禁止。4件

マナーの悪い利用者への指導、丁寧な説明、看板対
応継続を説明。

改修工事でLEDとなったが、園路灯が明るいため野鳥
が少なくなった。

足が悪いので、駐車場から緑のセンターは遠いため印
字機を近くに置いてほしい。

管理設備が駐車場周辺に無く対応できないため、要望
があれば緑のセンターからスタッフがフリー券を届ける
対応としたい。

草刈り作業機械等の騒音が自分に対してストレスにな
るので、何とかしてほしい。

【対応】

充電式の電動機械の導入も検討したい。

カラス関連：襲われるので駆除してほしい。色抜けして
いるカラス除けテープが見苦しい。2件

【苦情】

一部遮光版を設置し対応。

【苦情・要望】

【対応】

【苦情】

【苦情】

講習会：講習会開催の講義室が寒かった。

【要望】

【対応】

【対応】

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

【要望】
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冬期に向けての作業があるため10/20で閉めたところ
であった。花や散水設備の撤去をするため期日を決め
て閉鎖を継続したい。

政府では屋外でのマスク着用は緩和されたのに公園
内の掲示物はまだマスクを奨励している。

樹木関係：落ち葉が自宅屋根に堆積するので樹木を伐
採してほしい。2年前から要望を出しているので早く対
応してほしい。樹木の枝でカーブミラーが見えない。4
件

伐採は難しいため次年度春に剪定で対応することを回
答。対象は北側外周フェンス沿いのニオイヒバである
ため、カーブミラー周辺を含めて全体を小さく剪定し
た。今後計画的に作業を行う。

【苦情】

【要望】

【対応】

【対応】

【要望】

屋外トイレの天井、壁も清掃してほしい。

【対応】

日常の維持管理清掃で対応する。

【要望】

【対応】

【苦情】

外に出たかったがルーフガーデン入口が閉まってい
た。天気の良い日は開けてほしい。

【対応】

後日、豊平公園ボランティアの協力を得て対応。

感染防止対策で設置している緑の相談コーナーと図書
コーナーのパーティーションに違和感を覚える。相談
コーナーは２Ｆにあるほうが利用しやすいので移動して
ほしい。

コロナ対策で設置していることと２Ｆの相談コーナーは
動線上利用しにくいため、次回苦情主が来館時に説明
する予定。

雪解け後の公園内がゴミで酷い。ボランティアに協力し
てもらうなどして対応したほうがいい。

【対応】

【苦情】

掲示物の変更をしていなかったため、迅速に対応し
た。
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▽　収支 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　説明

▽　安定経営能力の維持

新型コロナウイル
スの影響が残って
いたにもかかわら
ず、利用料金収入
及び、自主事業収
入を伸ばしたこと
は評価いたしま
す。R5年度の更な
る伸びに期待しま
す。

（千円）

項目 R4計画

自主事業収入 600

不適

適 不適

R4決算 差

▲ 194

59,043 1,053

４　収支状況

▼当団体の財務状況等は、令和4年度、赤字決算になる見込みは
なく、運営安定化積立資産の留保金もあるため、安定経営能力に
問題はない。

法人税等 0 37 37

純利益 0 ▲ 231 ▲ 231

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

 

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

▼　指定管理費収入について、「札幌市都市公園の維持管理に関
する協定における費用見直し等に関する確認書」により1,053千円
の増となった。
▼　利用料金収入は、コロナ収束により、施設利用が回復し、計画
より589千円の増となった。
▼　自主事業収入は、売店収入や手数料収入が増加し、講習会等
の受講料収入も好調で、計画より1,078千円の増となった。
▼　その他収入は、特定費用準備資金取崩収入473千円による。
▼　指定管理業務支出は、光熱水費の高騰のため、計画より2,269
千円の増となった。
▼　自主事業支出は、収入増に伴う商品仕入費、事務局経費等の
増加のため、計画より1,118千円の増となった。
▼　利益還元については、公益法人の特質上、収益の約半分を繰
り入れている。

適

収入-支出 0

収入については、入
園者数の回復にと
もない、利用料金は
ほぼ例年並みに回
復した。

支出については、光
熱水費の影響を受
け、計画よりも増加
した。

次年度についても
継続して収支の安
定した予算計画を
立案し、実施してい
くとともに、催事等
の的確な広報を発
信し収入増につな
げたい。

収入 59,891 63,084

利用料金 1,301 1,890 589

その他 0 473 473

指定管理費

指定管理業務収入

300

3,193

▲ 194

利益還元

支出 59,891 63,278 3,387

0 0 0

指定管理業務支出 59,591 61,860 2,269

自主事業支出 1,418 1,118

1,078

57,990

1,678

59,291 61,406 2,115
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Ⅲ　総合評価

【指定管理者の自己評価】

来年度以降の重点取組事項総合評価

１．管理運営に関しては、緑地管理、施設管理において
3件の労災事故が発生したことを反省する。その他、日
常業務にて巡回・清掃・点検の実施、施設・設備に関す
る専門的な技術が必要な法定点検等の項目について
は、外注で対応し利用者等の安全確保を図ることができ
た。これにより、公園総合満足度と接遇満足度の両方で
札幌市の要求水準を達成することができた。また、公園
総合満足度については、指定管理者の目標値も達成し
た。

２．苦情・要望に関しては昨年度同様、多様な内容が寄
せられ対応に苦慮したが、一件、一件丁寧に対応し、理
解を得られたと捉えている。カラスに関する苦情・要望に
関しては、解決が難しく継続した対応を行う必要がある。

３．広報に関しては、緑のセンターで毎月発行している
広報誌により、開花・イベント情報を効果的に情報発信
出来たほか、マスメディアへの緑のセンター催しや開花
情報の発信、ホームページへの迅速な情報更新、テレ
ビ中継等の対応や地域ラジオへの出演など、情報発信
を強化したことで、来園者数回復に繋がったと考える。

４．当協会主催の研修会や他団体開催の安全・技術講
習会に積極的に参加し、技術、知識の向上に努めた。

５．公園の管理水準の向上を図るため、教習所にて作
業に必要となる資格を取得させた。

６．管理運営においては、ＥＭＳに取り組み、公園内のエ
ネルギー消費量の節減に努めたが、電気使用量が前年
度数値を若干超えた。節電の取り組みを継続して、次年
度もエネルギー使用料の縮減に努めたい。

７．市民協働においては、登録ボランティア「豊平公園花
とハーブの会」の新規加入者もあり、活動をサポートしな
がら市民協働を推進することができた。

８．新型コロナウイルス感染防止対策を継続しながら管
理運営に取り組んだが、夏から冬の期間にスタッフの感
染者が定期的に発生し、勤務配置に苦慮した。効率的
な業務及びシフト変更の実施により、支障なく業務を進
めることができた。

９．恵庭市で開催された全国13都市が参加した第42回
都市緑化植物園（緑の相談所）連絡会議に参加し「札幌
市緑化植物園の概要とボランティア活動」をテーマに取
組・事例紹介と質疑応答を実施して、他都市との情報交
換を行うことができた。

１．安全管理・教育を徹底し、労災事故0を目指す。

２．コロナ禍が明け、通常の事業計画を遂行するために
感染対策を継続しながら、公園の管理運営に取り組む。

３．新規指定管理初年度の取り組みを、計画に沿って行
うことで、利用促進と満足度の向上に努める。

４．限られた予算の中での、効率的な運営システムの構
築により、公園管理の質の向上を図る。

５．的確な広報発信に努め、催事での利用者・参加者の
定員確保を目指す。

６．緑のセンター及び公園内設備の、安全で効率的な管
理を行い、令和４年度目標値を達成できなかった電気使
用量の節減を図る。

７．施設の異常を早期発見できるよう日常点検を継続
し、安全管理に努める。

８．日本植物園協会と連携し、他施設との情報共有、情
報交換に取り組む。
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緑化に関する普及活動を積極的に行い、市民にも親し
まれていることを評価します。また内容も時にかなったも
のになっており、高評価を得ていることを評価します。
苦情や要望については、根気強く丁寧に対応されている
ことを評価します。
今後も引き続き取り組んでいただきたいと思います。

【所管局の評価】

改善指導・指示事項

引き続き、公園利用者の安全確保を第一に管理運営を
行っていただきたい。また、職員への教育も徹底し、事故
の無い管理運営を目指し取り組んでいただきたい。

総合評価
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